
鳥取市環境事業公社 新社屋完成新社屋完成
市民らの清潔な住環境を支える鳥取市環境事業公社 鳥取市秋里 の新社屋が

５月 完成した 県東部圏域の廃棄物収集 下水道や浄化槽維持管理 リサイク

ル 汚水処理などの業務を担い 地域の安全で安心できる暮らしを守り続けてき

た同社 新しい機能を備えた社屋で 時代に即した働き方を取り入れながら 市

民の健やかな営みの実現をさらに目指す

＜概要＞
鳥取市環境事業公社
鳥取市秋里1031－２
電 話 0857228585
理 事 長 星見喜昭
従業員数 264人（2019年６月１日現在）

【業務内容】し尿の収集運搬／中継槽からの
し尿運搬／浄化槽の清掃・維持管理／ごみ収
集運搬・処分／有価物の再資源化／地域水道
施設の維持管理／公共下水道処理施設および
農業集落排水施設、雨水排水機場などの運転
管理／下水道管渠の清掃および調査

1970昭和 年７月 財団法人鳥取衛生公社発足
1980昭和 年 社屋完成
1992平成４ 年７月 法人名を「財団法人鳥取市

環境事業公社」変更
2006平成 年３月 ＩＳＯ14001認証を取得
2013平成 年４月 公益財団法人へ移行し、法

人名を 公益財団法人鳥取
市環境事業公社 に変更

８月 優良産廃処理業者認定
2019令和元 年５月 新社屋完成
2020令和２ 年７月 創立 周年を迎える

【沿革】

鳥取市からの委託業務である市域のご

み収集のうち、可燃、不燃、資源ごみな

ど市民生活で排出される収集を行ってい

ます。課の職員約 人の業務がスムーズ

にいくよう、各種指示を出し、市や市民

からの問い合わせに回答・調整するほ

か、苦情にも対応します。

業務で車両の運転は欠かせません。事

故や交通違反なく業務から帰ってくるこ

とは必須です。また2016年にユニフォー

ムが一新され、より市民の皆さんに働き

ぶりを知ってもらえるようになりまし

た。職員は公社の顔。日々、各自の業務

上の振る いがどう映るのか意識し、共

通認識となるよう努めています。

休憩室、シャワー室など職員の職場環

境が大きく改善した今こそ、私たちの業

務に対する意識も一層高めていきたい。

市民の皆さんの協力があって業務は成り

立つことを忘れず、気持ちよい住環境の

維持に寄与していきます。

公社は会社や事業所の産業廃棄物の収

集も請け負います。そうした事業所との

契約をまとめるのが企画営業課で、私は

営業に出るスタッフのサポート役。また

収集業務に当たったスタッフから実際の

収集内容が毎日提出されるため、事業所

ごとの排出量のデータ入力も担当。ミス

が許されず、気持ちを引き締めて取り組

んでいます。

女性職員は少ないですが、産休や育休

制度も整い、先輩方も実際に取得され、

安心して働いています。新社屋で始まっ

た事務スペースのフリーアドレス制は、

育休から復帰した際も環境になじみやす

そうで期待しています。

今後は軽車両を使用した収集業務も始

まる予定。収集業務に女性が加わる可能

性もあると思います。女性が活躍できる

場も広がりそうです。働きやすさをとこ

とん追求した新社屋で、市民に頼りにさ

れる公社を目指します。
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フリーアドレス制のオフィス。毎日
自分の座りたい場所で業務を行う

フリーアドレス制を
採用したオフィス。

退勤時は個人の持ち
物も含め、個人ロッ

カーに全て収納する
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公益財団法人鳥取市環境事

業公社の新社屋落成にあた

り、これまで格別のご尽力を

いただきました関係者の皆さ

まに感謝申し上げます。

新社屋は現代の「先端技術、

地球環境に優しい、職員が働く事に誇りを持

てる、人の集まる魅力ある会社」をコンセプ

トとして建設いたしました。

公社の働き方改革の一環として事務室に間

仕切りを設置せず、フリーアドレス制を導入

し、仕事を行う場所の自由化を実現すること

で変化のある執務空間としています。

また、新社屋では、地中熱を利用した省エ

ネの空調設備や、電気自動車と充電設備など

を導入し、環境に配慮した設備を整えていま

す。

この新社屋の完成を機に、職員一同心を新

たに、市民の皆さまや関係機関と緊密に連携

しながら鳥取市域の生活環境を守るととも

に、循環型社会の構築に貢献していく所存で

ございます。

皆さまのより一層のお引き立てをよろしく

お願いいたします。

循環型社会を構築
公益財団法人鳥取市
環境事業公社理事長 星見 喜昭

公益財団法人鳥取市環境事

業公社の新社屋が完成し、落

成式を迎えられましたことを

心よりお喜び申し上げます。

鳥取市環境事業公社におか

れましては、昭和 年の設立

以来、本市の廃棄物の収集運搬や浄化槽の管

理、下水道施設の管理など、生活環境の維持

と衛生の向上にあたってこられました。市民

生活を日々支えていただいていることに対

し、心より感謝申し上げます。

新社屋は旧社屋の約３倍の面積を確保さ

れ、安全性、機能性、快適性、環境性、可変

性などのコンセプトの実現で職場環境の大幅

な改善と業務の充実がもたらされるものと期

待しております。

貴公社の今後ますますのご発展と職員の皆

さま方のご健勝をお祈りして、お祝いの言葉

とさせていただきます。

業務の発展を期待
鳥取市長 深沢 義彦氏
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